
一一番番茶茶生生育育期期ににおおけけるるかかんん水水のの効効果果  

［研究のねらい］ 

・高品質安定生産のために、積極的な茶園かん水を行っ

ていく必要がある。 

・冬から春にかけての少雨が一番茶の収量減少の主要

因と考えられる場合があるが、その影響程度は明らかに

されていないため、一番茶生育に適した水分環境の解

明が求められている。 

・そこで、新芽生育への影響が大きい春季をターゲットと

して、水分環境が生育に及ぼす影響について調査し

た。 

［研究の成果］ 

・一番茶生育期に降雨を遮断して水分供給

を制限することにより、新芽の伸張と拡大

が抑制され、乾物生産量が減少する。さら

に強度な制限により、含水率の低下や生

育遅延、茎の硬化度増大などを引き起こ

す。 

・1回5mm程度の少量かん水による新芽へ

の影響の軽減効果が確認され、その効果

はテンションメータで検出できないが、熱画

像の測定や、かん水量を換算した積算日

照時間でおおまかな影響程度を検出でき

る。 

・春季の消費水量は1.9～3.4mm/日程

度であり、春季であっても消費水量が

多い日には夏季の平均消費水量と同

等程度まで高まる。 

・新芽生育期に適切な土壌水分環境で

管理することにより、不安定な気象条

件に左右されないで、一番茶を安定的

に生産することができる。 

明日に向けた茶の新技術 
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弱　　土壌乾燥　　強

図 降雨制限による一番茶生育への影響 

かん水後pF2.0に 推定消費水量

達するまでの日数 mm/日

春季
最短4日，

最長7日以上
最大3.4，

最小1.9以下

夏季 3.5～5.5日 3.5

表　土壌の乾燥特性の季節間差異(2005年)

図 降雨遮断下におけるかん水量の違いが 
一番茶新芽の伸張に及ぼす影響(2005 年) 
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